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九州産業大学　健康・スポーツ科学センター

ネパール人児童の起床時口腔温

Morning Oral Temperature in Nepalese Children

中尾　武平

緒　言

わが国では1980年頃から「子どもの体温が

低下している」ことが懸念されてきた1-3）。こ

れらの問題を指摘しているのは、医学小児科

領域ではなく、主に健康科学や運動生理学の

研究者あるいは学校教育関係者であり、これ

らの問題は、「小児の体温の平均値が低下傾向

にある」という“実態”と「体温が35℃台の、

いわゆる低体温児が増加している」という“実

感”が混同されて報告されている4）。しかし、

これらの子どもの低体温化問題の真偽につい

ては意見が分かれており、いまだ結論は出て

いない。その原因の一つとして“検温法”の

問題が考えられる。すなわち検温の部位が“腋

窩”、あるいは“電子体温計”を用いた検温法

である。前者は外気温や熱放散の影響を受け

やすく、後者は短時間で真の体温を予測する

方法がとられているため推定誤差が生じる可

能性が指摘されている5）。測定精度が最も高い

検温法は、“水銀体温計”を用いた“口腔（舌下）”

に於ける検温である。これまでこれらの条件

を揃えて児童の起床時体温を調査した報告は、

朝山6）、梁ら7）、石井4）、柴田8）の報告がある。

朝山6）は、一般児童と低体温児の口腔温の日内

変動を明らかにし、梁ら7）は、小学6年生児童

の起床時口腔温を測定し、低体温問題に言及

している。石井4）は、小学4年生から高校3年生

（1,771名）の児童・生徒の口腔温を水銀体温計

を用いて測定し、大規模集団の口腔温の平均

値、最頻値、36℃未満を示す者の割合を明ら

かにしている。さらに柴田8）は、小学4年生男

児を対象に、起床時口腔温が低値を示す児童

の身体活動、心臓自律神経活動動態および体

温概日リズムの特性を報告している。

仮に、児童の生育環境が大きく異なれば、

形態や身体組成の発育発達のみならず、体温

などの生理的機能に対しても影響を及ぼすと

考えられる。そこで、本研究では、ネパール

の都市と農村の生活環境・習慣の違いが、児

童の形態、身体組成、および起床時口腔温に

及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。

方　法

1）調査地、調査期間および対象者

調査地は、ネパールの首都カトマンズ

（Kathmandu）とそのカトマンズから直線距離

で北東35km（道路経由で約75km）のカブレパ

ランチョーク郡にある丘陵地農村（Anaikot, 

Word No.9）である。調査は、2014年8月から9

月の雨期（農繁期の終了期）に実施した。対
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象者は、都市の私立小学校（Saraswoti Kunj 

Higher School）に通う9歳から12歳（小学4～ 6

年生）の児童59名（男子39名、女子20名）、丘

陵 地 農 村 の 公 立 小 学 校（Kalika Secondary 

School）に通う児童67名（男子39名、女子28名）

であった。調査は、現地通訳を通して、事前に、

校長、教職員および児童に対して調査内容の

全てを説明し、インフォームドコンセントが

得られた者を対象とした。また、月経周期に

よる体温の変化を考慮し、初経を迎えた女子

は分析から除外した。

2）測定項目

①形態

身体計測は、身長、体重、上腕背側部およ

び肩甲骨下部の皮下脂肪厚を測定した。身長

は、スチール製スタンド型（ツツミ社製 HD）

を用いて0.1cm 単位で午前中に測定した。体重

は、デジタル体重計（A&D 社製 AD-6205）を

用いて0.02kg 単位で、できるだけ薄着で測定

した。着衣量の補正は特に行わなかった。皮

下脂肪厚の測定は、キャリパー（Harpenden 社

製 CE120）を用いて上腕背側部および肩甲骨

下部を熟練した同一検者が測定した。

②身体組成

体脂肪率（％ Fat）の算出は、Nagamine ら9）

の方法で上腕背側部および肩甲骨下部の皮下

脂肪厚和より体密度を算出し、Brozek ら10）の

推定式を用いて推定した。また、体脂肪量を

算出し、体重との差から除脂肪量を算出した。

さらに、体脂肪量や除脂肪量を身長の二乗で

除した体脂肪量指数と除脂肪量指数を算出し

た11）。

③口腔温

口 腔 温 の 測 定 は、 実 測 式 電 子 体 温 計

（CITIZEN 社製 CT515）を用いた。口腔温の測

定は、児童に対して模式を示し、起床時に床中

で行うこと、測定箇所は舌小帯の横で計測する

こと、測定中は閉口することなどを十分に説明

して測定した。口腔温は5分で平衡に達するこ

とから12）、本研究でも5分値を用いた。測定は

平日の1日とし、起床後、仰臥位安静の状態で

連続3回の測定とし、起床時刻とともに3回の測

定値を記録させた。データは最高値を採用した。

口腔温の測定は、測定法を記載した用紙を配布

するとともに、ネパール人協力者から説明を

行ってもらった。

3）解析

全データは平均値±標準偏差で示した。各

項目の有意差検定は、地域×性の二要因分散

分析を行った（ANOVA4）。また、地域および

性に有意な主効果が認められた項目について

は Ryan’s post hoc tests の下位検定を行った。

地域別の起床時刻、就床時刻および睡眠時間

の有意差検定は、対応のない t 検定を用いた。

有意水準は5％未満とした。

結　果

1）形態および身体組成

地域別・性別の形態および身体組成を表1に

示した。男子は、体重、上腕背側部 SF、体脂

肪量、体脂肪量指数、％ Fat、女子は、上腕背

側部 SF にのみ有意な地域差が認められ、男女

とも、農村より都市が有意に高い値を示した

（p<0.05）。また、農村の上腕背側部 SF に性差

が認められ、女子で有意に高い値を示した

（p<0.05）。全項目において交互作用は認められ

なかった。
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2）起床時刻、就床時刻および睡眠時間

地域別の起床時刻、就床時刻および睡眠時

間を表2に示した。都市児童の起床時刻、就寝

時刻、睡眠時間は、それぞれ6:13±0:34、21:19

±0:38、8.9±1.0、 農 村 児 童 は、5:41±0:41、

19:52±0:49、9.8±1.1であり、有意な地域差が

認められた（p<0.01）。それらの地域差は、31分、

86分、0.9時間であった。

3）口腔温およびヒストグラム

起床時口腔温とヒストグラムを図1、図2に

示した。起床時口腔温は36.2 ～ 37.9℃の間に

分布し、各地域の平均値および標準偏差は、

都市男子36.9±0.3℃、農村男子36.6±0.2℃、

都市女子36.9±0.4℃、農村女子36.8±0.4℃で

あった。地域と性に有意な主効果および交互

作用も認められなかった。また、起床時体温

の最頻値は36.6℃で、全体の16.9％であった。

考　察

本研究では、ネパールの都市と農村の生活

環境・習慣の違いが、児童の形態、身体組成、

および起床時口腔温に及ぼす影響を明らかに

することを目的とした。その結果、両地域の

生活環境・習慣には違いが認められ、児童の

形態や身体組成には地域差が認められた。し

かし、両地域の起床時口腔温には有意な差は

認められなかった。

本研究における都市は、標高約1,300m で、

児童の多くは、9時頃までに近所の学校へスクー

表 1． 形態および身体組成

表 2． 起床時刻、 就床時刻および睡眠時間



中尾　武平

－ 4 － － 5 －

ルバスや徒歩で通学し、約7時間授業を受けて

帰宅する。自宅周辺も身体を動かせる環境は少

なく、自宅で娯楽を楽しむ生活を送っている。

一方、丘陵地の農村は、標高850m ～ 1,300m で、

移動手段は徒歩しかなく、児童は片道1時間以

上かかる距離でも徒歩で通学し、不定時の授業

を受けて帰宅する。休憩時には丘陵地で溌剌と

身体を動かしており、帰宅後は、鬼ごっこや木

登り遊びなどで身体を動かし、家畜の世話や家

事手伝いも精力的に行っている。これら両地域

の生活環境・習慣は全く異なり、都市児童の起

床時刻、就寝時刻、睡眠時間をみても、それぞ

れ6:13±0:34、21:19±0:38、8.9±1.0、農村児童

は、5:41±0:41、19:52±0:49、9.8±1.1と、両地

域には、31分、86分、0.9時間という地域差が

認められた。これら生活環境・習慣の違いは、

実際に、形態や身体組成の差を生み出してお

り、都市児童の体重や体脂肪成分は農村児童よ

り有意に高い値を示した。

ネパール人児童を対象とした数少ない先行

研究によると、Martorell ら13）は、ネパール南

部の農村（Terai）に居住する10歳児童の身長

は、男子124.5±7.8cm、女子123.1±8.4cm と

報告している。また、許斐ら14）は、ネパール

の都市（Bhadrakali）と農村（Kotyang）に居

住する11歳児童の身長は、都市男子121.3±

図 2． 体温のヒストグラム

図 1． 起床時口腔温
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9.1cm、 農 村 男 子121.4±7.8cm、 都 市 女 子

126.5±7.9cm、農村女子126.8±7.2cm と報告

している。さらに近年、中尾ら15）16）は、ネパー

ルの都市（Kathmandu）と農村（Anaikot）に

居住する11歳児童の身長は、都市男子139.8±

10.1cm、農村男子130.6±8.3cm、都市女子

141.4±9.0cm、農村女子135.3±9.3cm と報告

している。本研究における児童の身長は、約

30年前に調査された Martorell ら13）、許斐ら14）

の報告より高値を示し、近年の中尾ら15）16）の

報告とは同様の結果を示していた。これら先

行研究と本研究との平均値の差は、過去と現

在、都市と農村という経済格差が少なくとも

反映されていると推察される。また、マルチ

ン式身長計のような単なる長軸スケールでは

なく、鉄板台部と柱部とがしっかりと固定さ

れた直立式身長計を用いたことによる測定誤

差の減少も考えられる。本研究の限界として、

児童自身の年齢の誤認識がある。ネパールの

農村では、識字率も低く、児童自身の年齢に

対する認識も足りないため、自身の年齢を過

少、あるいは過大に認識している可能性もあ

る。つまり、単なる暦年齢を生物学的年齢に

当てはめると1〜2歳の発育差を生じさせてい

る可能性がある。したがって、より詳細な検

討においては、暦年齢ではなく生物学的年齢

による評価が妥当であると考えられる。

また、生活環境や社会経済状況が、より反

映されやすいと考えられる身体組成をみても、

体脂肪成分は都市児童で高い値を示し、除脂

肪成分は同様の値を示した。ネパールは未だ

カースト制度と呼ばれる民族文化や風習が

残っている。元々は、質素な生活を送る民族

ではあったが、近年、都市はバイクや自家用

車、タクシーなどの利用が急増している。そ

れに加え、清涼飲料水やフライドポテトなど

の、いわゆるジャンクフードを摂取しやすい

生活環境に変化してきている15）17）。そのため、

都市児童は、未だに農耕牧畜、地産地消の環

境で成育している農村児童より、日々のエネ

ルギー収支バランスが比較的プラスに変動し

易いため、体脂肪成分が高い値であったと考

えられる。しかし、一方の除脂肪量指数は、

農村と都市で有意な地域差が認められていな

い。成長期の児童にとって、体水分、たんぱ

く質、ミネラルなどから成る除脂肪量は、筋

や骨の発育、あるいは運動機能の発達などに

とって非常に重要な成分である。以前、伊藤

ら18）は、ネパールの農村の人々は動物性たん

ぱく質の摂取量が極端に低いことを明らかに

している。そのような飢餓環境に近いと考え

られる農村児童と都市児童の除脂肪量指数に

差が認められないということは、農村児童は、

たとえ摂取エネルギーの少ない状況であって

も、動物としての種の保存や身体の発育発達

のために、摂取したエネルギーを優先利用し

ているのではないかと推察される。つまり、

児童の除脂肪成分の発育は、体脂肪成分と比

べて生活環境や社会経済状況などの影響を受

けにくいと考えられる。

本研究における児童の起床時口腔温は、都

市男子36.9±0.3℃、農村男子36.6±0.2℃、都

市女子36.9±0.4℃、農村女子36.8±0.4℃であっ

たが、児童の生活環境・習慣の違いは、起床

時口腔温に影響を及ぼさないことが示唆され

た。起床時体温の平均値や分布を明らかにし

た先行研究によると、石井4）は、日本人の小学

4 ～ 6年男児を対象に水銀計を用いて起床時の

口腔温を計測しており、起床時体温が35.30 ～

37.40℃の間に分布すること、36℃未満を示す

者の割合は13.3％、その平均値は36.36±0.33℃

であること報告している。また、梁ら7）は、日

本人の小学6年生の起床時口腔温は、男子36.4

±0.4℃、女子36.4±0.5℃であること、柴田ら8）
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は、日本人の小学4年男児の起床時口腔温は

36.64±0.22℃であると報告している。本研究

における起床時口腔温の平均値は、わが国の

児童を対象とした報告と比べて0.3 ～ 0.7℃高

い値を示している。しかし、シンガポール国

の大規模調査19）における10.4歳児童の口腔温中

央値の範囲（36.6 ～ 37.0℃）ともほぼ一致し

ていることを鑑みても比較的妥当な値と考え

られる。なかでも、本研究の都市と農村の両

地域においても36℃未満の低体温児が認めら

れなかったことは興味深い。また、起床時口

腔温の最頻値36.6度は、日内変動を考慮する

と、やや高い値であると考えられる。これら

の原因として、特に農村児童は、体内に寄生

虫を飼っている可能性もあり、その影響によ

る基礎体温の上昇や発熱が影響を及ぼしてい

るのではないかと考えられる。いずれにせよ、

今後は寄生虫の有無および、それらの影響、

対象者数の増加、検温法の統一などを考慮し

て再検証する必要があると考えられる。

結　論

本研究では、ネパールの都市と農村の生活

環境・習慣の違いが、児童の形態、身体組成、

および起床時口腔温に及ぼす影響を明らかに

することを目的とした。その結果、両地域の

生活環境・習慣の違いは、児童の形態や身体

組成に影響を及ぼしたが、起床時口腔温には

影響を及ぼすには至らなかった。
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要約

目的：九州産業大学の学部生の朝食摂取の習

慣や運動習慣の維持が、学業の達成や卒後の

進路決定に影響するかを明らかにする。

方法：2009年度入学の学部生2,879人について、

4年間で卒業できたか、卒業したときに進路が

決まっていたかを調べた。その結果を入学時

ならびに4年進級時に実施した生活習慣調査の

回答と照合することにより、入学時の朝食摂

取の習慣や運動習慣、あるいは入学後のこれ

ら生活習慣の変化が、卒業延期や退学・除籍、

進路未定のままでの卒業を予測できるかを検

討した。

結果：入学時に朝食をほぼ毎日食べると回答

した学生は、週2 ～ 3日しか食べない、あるい

は殆ど食べないと回答した学生に比べて、卒

業延期や除籍・退学になるリスクが有意に低

かった（24.7 vs 40.3、37.8％）。4年次まで在籍

した学生に限ると、週4 ～ 7日の朝食摂取の習

慣を続けた学生は、途中からその習慣を失っ

た学生に比べて卒業延期や除籍・退学のリス

クが有意に低かった（11.4 vs 15.8％）。入学時

に運動習慣を維持していた学生と、運動とは

無縁の生活を続けてきた学生を比べると、卒

業延期や退学のリスクには差がないものの

（29.8 vs 28.4％）、進路未定のまま卒業にいたる

リスクは前者において有意に低かった（17.7 vs 

37.5％）。この差は、4年次まで運動習慣を維持

した群と、運動とは無縁の生活を続けた群で

比べても認められた（15.6 vs 34.3％）。

考察：朝食摂取の習慣の維持は4年間での卒業

につながりやすく、運動習慣の維持は卒後の

進路決定に結びつきやすいことが示された。

以前の検討で、入学時に喫煙習慣や飲酒習慣

をもっていた学生は、卒業延期や退学のリス

クが高いこと、入学後に形成された喫煙習慣

も卒業延期や退学のリスクを高めることを報

告した。今回の成績も以前の報告も、学業の

達成や進路決定に日常生活習慣が大きく影響

することを示している。学生の健康教育は、

喫煙や大量飲酒の防止のみならず、運動習慣

や朝食摂取の習慣の維持を目指す必要がある。

九州産業大学学部生の卒業・就職に影響する健康要因

第三報：朝食摂取と身体運動の効果

Factors Affecting Academic Achievement and Career of 

Kyushu Sangyo University Students

3rd Report: Eating Breakfast and Physical Exercise

村谷　博美
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はじめに

九州産業大学の学生を対象にした検討では、

入学時に自己評価した身体的な健康度が低け

れば、卒業延期や除籍・退学に結びつきやすく、

精神的な健康度が低ければ、卒後の進路が決

まりにくいことを明らかにしてきた1）。一方、

4年進級時に身体的な健康度の評価が低いと、

卒後の進路が決まらないリスクが高くなり、

精神的な健康度の評価が低いと、進路未定の

みならず卒業延期や除籍・退学のリスクも高

くなっていた1）。

この成績は1）、身体的、精神的な健康の維持

が学業の達成や卒後の進路決定に極めて重要

であることを物語っており、身体的、精神的

な健康度を高めることも大学教育の大切な側

面となる。現在、あるいは将来の健康状態に

大きな影響を及ぼす主な生活習慣要因には、

運動、朝食摂取、喫煙、飲酒が挙げられる。

健康・スポーツ科学センターの教員は、「健康

学」や「心の健康」、「スポーツ科学演習」な

どの授業を通じて、喫煙や多量飲酒の禁止、

朝食摂取や日頃の身体活動の奨励を続けてき

た。しかし、これらの生活習慣と学業の達成

や卒後の進路決定との間にいかなる関係が見

出されるのかを、本学の学生で検討した成績

はなかった。

筆者は昨年、喫煙習慣や飲酒習慣が卒業延

期や除籍・退学、あるいは進路が定まらずに

卒業するリスクと関連するかを調べた。その

結果、入学時に喫煙習慣や飲酒習慣をもって

いた学生は、卒業延期や退学のリスクが高い

こと、入学後に形成された喫煙習慣も卒業延

期や退学のリスクを高めることが明らかに

なった2）。

日常の生活習慣が学業達成や就職に影響す

ることがわかったので、今回はまず、入学時

に自己評価した身体的、精神的な健康度と各

種の生活習慣との関連を検討した。つぎに、

昨年の検討から除外していた朝食摂取や運動

習慣を取り上げて、入学時にこれらの習慣を

維持している学生は、卒業延期や退学のリス

クが低いか、あるいは卒後の進路が決まりや

すいかを調べた。最後に、入学後もこれらの

習慣を維持することの効果について検討した。

対象と方法

1）身体的、精神的健康度の自己評価に及ぼす

生活習慣の影響：2009年度の入学生2,879人を

対象に、自記式の質問紙を用いて、入学時の身

体的、精神的健康度の自己評価と喫煙習慣、飲

酒習慣、朝食摂取の習慣、運動習慣を調べた。

対象者の抽出については、性別や健康度の自己

評価の影響を述べた報告の中で詳述し1）、生活

習慣の調査法についてもすでに述べた3）。身体

的、精神的な健康度は、「非常に良い」、「そこ

そこ良い」、「良くも悪くもない」、「やや悪い」、

「非常に悪い」の5段階で自己評価させた。「や

や悪い」と「非常に悪い」にチェックを入れた

学生は非常に少なかったので、以後の分析は両

カテゴリーをまとめた。健康度と今回の検討項

目である朝食摂取や運動の習慣との関連は、ク

ロス表の作成ならびに多重ロジスティック分析

により検討した。多重ロジスティック分析に際

しては、「非常に良い」と「そこそこ良い」に0、

「良くも悪くもない」に0.5、「やや悪い」と「非

常に悪い」に1を与え、これを目的変数とした。

2）朝食摂取や運動習慣と学業の達成、進路決

定との関連：2009年の入学生について、入学

時の朝食摂取の習慣や運動習慣が4年後の卒業

や進路決定に影響するかを調べた。さらに、

2009年に入学し2012年度当初に在籍していた

2,198人については2012年度の生活習慣調査の

成績も調べ、入学後も朝食摂取や運動を続け

ることの効果を調べた。これらの検討は、ク
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ロス表分析によった。

健診・生活習慣調査の成績は学生部より提

供をうけ、卒業時の進路情報は、キャリア支

援センターより提供をうけた。学籍番号を照

合し、両者を統合したデータセットを作成し

た。データは、すべて表計算ソフト Excel に入

力し、その組み込み関数ならびにアドインソ

フト Excel 統計2008を用いて解析した。比率の

比較はχ二乗検定で行い、P 値 0.05未満を統計

学的に有意と判定した。

なお、本研究については、平成21年6月26日

に開催された九州産業大学倫理委員会で承認

されている。

結果

1）身体的、精神的健康度の自己評価に及ぼす

生活習慣の影響

2009年4月に入学した2,879人中、2,653人が

身体的な健康度に関する自己評価を回答し、

2,651人が精神的な健康度に関する自己評価を

回答した。いずれも約8割の学生が「非常に良

い」～「そこそこ良い」と答えていた（表1）。

朝食を「毎日食べる」と答えた学生は、回

答者2,603人中1,809人で7割弱であった。1年以

上前から運動習慣を維持していたのは2,652人

中362人、最近運動を始めたのが216人で、両

者を合わせても2割強にしかならなかった。一

方、以前は運動していたと答えた学生が1,612

人で6割を占めていた。

朝食摂取の習慣を維持してきたことと身体

的な健康が良好な状態にあることとの間に有

意（ｐ＜0.0001）の関連が検出されたが（図1左）、

朝食摂取と精神的な健康度との関連（図1右）

は有意水準には達しなかった（ｐ＝0.0642）。

運動習慣の維持に関しては、入学の1年以上前

から運動習慣を維持してきた学生は、身体的、

精神的な健康度が「非常に良い」と回答した

割合も高く、両者の間には有意（ｐ＜0.0001）

の関連が見出された（図2）。入学時にすでに

形成されていた喫煙習慣は、身体的、精神的

健康度とは有意の関連を示さなかった。習慣

的な飲酒者は、精神的な健康度が「非常に良い」

と答えた学生と「やや～非常に悪い」と回答

した学生に多かった（それぞれ4.7％、6.1％）。

実数でいうと後者の数は非常に少なく、全体

で見ると精神的な健康度が良好であることに

飲酒が寄与するように見えた（ｐ＝0.024）。

表 1． 2009 年度入学生の身体的、 精神的健康度の自己評価
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図 1． 入学時の朝食摂取の習慣別に見た健康度の自己評価

図 2． 入学時の運動習慣別に見た健康度の自己評価
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対象と方法の項に述べたように、学生が自

己評価した身体的な健康度あるいは精神的な

健康度を従属変数とし、喫煙習慣、飲酒習慣、

朝食摂取の習慣、運動習慣を独立変数とした

多重ロジスティック分析を行った（表2）、入

学時の身体的な健康度には、朝食摂取の習慣

と運動習慣が独立に有意の関連を示した。精

神的な健康度と有意に関連したのは運動習慣

のみであった。

2）朝食摂取や運動習慣と卒業、進路決定との

関連

入学時に、ほぼ毎日朝食を摂っていた1,809

人のうち1,362人（75.3％）が4年で卒業したの

に対し、週2 ～ 3日摂っていた236人の中では

141人（59.7％）、殆ど欠食の286人の中では

178人（62.2％）が4年で卒業し、群間の差は

有意（ｐ＜0.001）であった（図3左）。4年で

卒業した1,875人の中で卒業時の進路決定率を

見ると、週に4 ～ 5日摂っていた学生が76.8％

で最も高く、殆ど欠食の学生が67.4％で最も

低かった。この差は有意ではなかった（図3右）。

2012年度の生活習慣調査にも回答した2,025

人について見ると、入学時から週4 ～ 7日は朝

食を摂る習慣を維持した学生は、1087人中967

人（88.6％）が4年で卒業したのに対し、入学

時は週4 ～ 7日摂っていたのに在学中に週0 ～

3日になった学生は662人中561人（84.2％）、入

学時からずっと週0 ～ 3日しか朝食を摂らない

表 2． 身体的、 精神的健康度の自己評価を目的変数とした多重ロジスティック分析
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学生は276人中224人（81.2％）しか卒業できな

かった。この差は有意（ｐ＜0.005）であった（図

4左）。卒業時の進路決定率に関しては、在学

中に朝食摂取の習慣が変化したことの影響は

明らかでなかった（図4右）。

入学時の運動習慣は、4年で卒業するか否か

には関与しなかったが（図5左）、卒業時の進

路決定には有意（ｐ＜0.001）の影響があった。

すなわち、入学の1年以上前から運動習慣を維

持していた学生254人の中では209人（82.3％）

で卒業時に進路が決まっていたが、運動とは

無縁だと答えた331人の中では207人（62.5％）

にとどまった。以前は運動をしていたが、現

在は中断していると答えた1,160人の中では893

人（77.0％）、最近になって運動を始めた158人

の中では109人（69％）が進路を決めて卒業し

た（図5右）。

入学時と2012年度の生活習慣調査に回答し、

両時点での運動習慣に関する情報が得られた

学生についても同様の結果を得た。在学中、

運動習慣を維持することは4年での卒業には影

響しなかったが（図6左）、卒業時の進路決定

には有意の（ｐ＜0.001）影響が見られた（図6

右）。

考察

今回の検討では、以下のことが明らかになっ

た。1）生活習慣と健康度の自己評価：朝食摂

取の習慣を持っていると、身体的な健康度の

自己評価が高く、運動習慣が形成されている

と、身体的、精神的な健康度の自己評価が高

い。一方、喫煙習慣は健康度の自己評価に直

接の影響を与えず、飲酒習慣は全体としては

精神的な健康度に関する自己評価を高めてい

るが、習慣的飲酒者の一部には、自己評価の

著しく低下した学生も含まれる。2）生活習慣

と卒業、進路決定：朝食摂取の習慣を持って

いると4年で卒業する割合が高くなるが、卒後

の進路決定には影響しない。一方、運動習慣

を持っていても4年で卒業できる可能性が高く

なることはないが、卒業時に進路が決まりや

すい。

図 3． 入学時の朝食摂取の習慣と卒業、 進路決定の関係
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図 5． 入学時の運動習慣と卒業、 進路決定の関係

図 4． 在学中の朝食摂取習慣の変化と卒業、 進路決定の関係
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図 6． 在学中の運動習慣の変化と卒業、 進路決定の関係

1）生活習慣と健康度の自己評価

① 朝食摂取の習慣：健康な学生は、学習能力

も高いことが明らかである。米国コロンビア大

学の Basch は、大学生の健康や学習能力に影響

を及ぼす要因を8つ挙げて論じた中で身体活動

と朝食摂取を取り上げている4）。Basch の論点

は朝食摂取の習慣があれば、理解力が保たれ、

精神的な健康も維持できるいう点に主眼がおか

れている4）。思春期を対象にした検討でも、朝

食摂取の習慣が保たれないと精神的な不調度が

高まるという成績が得られている5）。一方、今

回の結果を見ると、入学時に朝食摂取の習慣が

形成されている学生では、身体的な健康度の評

価は高かったが、精神的な健康度に関しては有

意の影響を検出できなかった。入学時の調査成

績を分析にしており、学生の心がおしなべて高

揚した状態にあった時期の調査であることが影

響した可能性がある。実際、在学中に精神的な

健康度の自己評価は多くの学生で変動するが、

朝食摂取の習慣を維持していると、自己評価の

低下が見られにくいことが明らかである6）。

身体的な健康度に関しては、Reeves らが、

英国成人集団を対象にした検討により、朝食

摂取の習慣を持っていると強壮で体調がよい

ことを確認している7）。

同様の成績は、Sajjad らによっても報告され

ており、朝食をきちんと食べる学生は活動的

であるばかりでなく、BMI がより低値で肥満

者が少なかった8）。今回の成績は Reeves ら7）や

Sajjad ら8）の報告と軌を一にするものだが、筆

者は BMI と朝食摂取の習慣の関連については

検討していない。今後の課題である。

② 運動習慣：身体的な健康に運動習慣が寄与

することは、論を俟たない。確かに、運動習

慣を維持していた中に、身体的な健康度の自

己評価が高い学生が多かった。また、運動習

慣は精神的な健康の維持にも重要である。甲

斐らは、小規模な調査ではあるが、普段の運

動レベルが高いほど精神的健康が保たれてい

ることを報告している9）。Tyson らは、英国の

大学生の集団を対象に、身体的な運動に親し

んでいるほど精神的健康度のスコアが高いと

報告した10）。韓国の大学生では各種の身体的運

動能力が高いほど、精神疾患が少ないことが

示されている11）。今回の成績は、これらの先行

研究の結果に合致する。
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注目すべきは、以前は習慣的に運動してい

た学生が多かったことである。大学入学時の

調査であるから、高校3年生の後半あるいは浪

人していた時期に、多くの学生がスポーツか

ら離れたことを反映するものであろう。その

ような学生は1年以上前から運動習慣を維持し

てきた学生に比べると、身体的、精神的な健

康度を「非常によい」と自己評価した割合が

低かった（図3、4）。運動が健康に対して望ま

しい効果を発揮するためには、継続すること

が重要である。

③ 喫煙習慣と飲酒習慣：喫煙習慣は学生の健

康度の自己評価に影響しなかった。実際、筆

者らの以前の検討では、喫煙学生と非喫煙学

生の間で、最大酸素摂取量には差がない12）。喫

煙学生に対する禁煙指導を困難にしている要

因の一つであろう。一方、飲酒は精神的な健

康度を高める方向に作用しているように見え

た。といっても、積極的に飲酒を奨励するわ

けではない。精神的な健康度が「やや～非常

に悪い」と答えた学生の6.1％が習慣的飲酒者

であり、これは他群より高率である。少なく

とも、大量飲酒を防止する指導が必要であろ

う。

2）朝食摂取や運動習慣と卒業、進路決定との

関連

今回の検討により、大学生の朝食摂取の習

慣と運動習慣は、それぞれ異なった効果を持

つことが明らかになった。すなわち、朝食摂

取の習慣は単位取得・卒業に結びつき、運動

習慣は卒後の進路決定――就職につながって

いた。

① 朝食摂取の習慣：我々の健康を維持するう

えで、各種栄養素のバランスのとれた食事が

重要であることはいうまでもない。栄養素の

摂取という視点に立てば、朝食が取り立てて

重要だと主張する必要もないであろう。しか

し、毎日、朝食を摂ることにより、起床時刻

をほぼ一定に保つことができる。それは、学

生であれば、1時限目の授業への出席にもつな

がるであろう。朝食摂取の習慣が単位取得・

卒業に結びつくのは、驚くことではない。事実、

朝食摂取の習慣が良好な成績で学業を達成す

ることに寄与することは、確立した知見となっ

ている13）。わが国でも、大学が安価な朝食を提

供する試みが散見されるようになり、本学で

も後援会の支援を得て、期間を区切ってでは

あるが、学生食堂での100円朝食の提供がなさ

れている。実際、大学の教室で朝食を提供す

ることにより、学業成績の向上が期待できる

という論文もある14）。

今回の成績の特徴は、入学時の朝食摂取の

習慣が4年での卒業を予測し得ることを示した

点と、入学時は朝食摂取の習慣を持っていて

も、在学中にこれを失うと卒業延期や退学の

リスクが高まることを明らかにした点である。

前者に関しては、高校までの家庭における躾

とも関連するが、データを示して学生の自覚

を促すことも重要であろう。筆者は、このよ

うな成績を後援会報に載せたり、一般教育の

中で取り上げて、朝食摂取の重要性を啓発し

ている。

なお、2009年と2012年の調査成績を比べて

在学中の生活習慣の変化を調べる方法では、

早期の退学者や2012年度初めの休学者が分析

から欠落し、対象者数が減る。今回の検討で

は600人以上が減っていた。早期退学や休学に

も各種の生活習慣が関与するかについては、

さらなる検討が必要である。

② 運動習慣：体育系のサークルに所属してい

ると、卒後の進路決定――就職に有利である

というのは、しばしば語られることである。

今回の成績は、サークルに所属しているか否

かとは無関係に、運動習慣を有していると卒
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後の進路決定――就職に結びつきやすいこと

を示している。このような効果は、他の生活

習慣要因には見られないものである。筆者は

すでに、喫煙習慣や飲酒習慣は卒業延期や退

学のリスクを増すことを報告し2）、今回は、朝

食を摂取する習慣を維持した学生は4年で卒業

する可能性が高いことを示した。しかし、こ

れらはいずれも卒後の進路決定――就職には

影響していなかった。

多くの先行研究では、身体活動の程度は学

業成績と相関したり15）、週5日以上運動の機会

がある学生は平均以上の学業成績をとる可能

性が高かったりすることが報告されている16）。

これらはいずれも断面調査の成績であるが、

大学初年次の学生を対象にした追跡調査でも

同様の結果が得られている17）。一方、今回の成

績を見ると、運動習慣を維持していることが4

年での卒業に結びつくわけではなかった。九

州産業大学の学生は運動習慣を学業への意欲

に結びつけてないのかもしれない。この点は、

学生の教育や指導を考える上で、十分考慮に

入れるべきことであろう。

おわりに

入学時に朝食摂取の習慣が確立しており、

これを大学在学中も維持していた学生は、退

学や卒業延期のリスクが低く、4年で卒業する

可能性が高い。一方、運動習慣をもち、これ

を維持した学生は、卒業時に進路が決定しや

すい。昨年の検討では、喫煙習慣や飲酒習慣

が退学や卒業延期のリスクを高めることも明

らかになっている。学生が将来の健康を維持

するだけでなく、学業を達成し、よい就職先

を確保するためにも、適切な生活習慣を形成

するよう指導することが重要である。
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Ⅰ　はじめに

近年、バレーボール界において、日本を代

表する男子代表チームの成績が低迷している。

その要因として、学校体育における課外活動

の低迷や企業スポーツの衰退がみられ、競技

人口も減少傾向にあり1）競技成績の低迷に繋が

りかねない。

そこで、全日本大学バレーボール連盟強化

委員が中心となり、多くの大学監督やコーチ

が参加し、基礎技術の確認や個人が到達すべ

き目標を明示することで、大学バレーボール

界における競技力向上を目指し、強化合宿を

行っている。参加選手は、西日本地区（静岡

県以西）の大学に所属するチームの中から、

各地域大学バレーボール連盟（以下学連）か

ら推薦された選手のうち、日本を代表する可

能性や地域の競技力向上に貢献が可能な資質

を有しているかを考慮し選考している。普段

は各学連主催の大会で対戦している選手とと

もに、基礎技術の練習を行い、ゲーム形式で

の練習では勝利を目指して、チーム作りを行

うことは非常に有意義なことであり、選手個

人のパフォーマンス向上に繋がると考えられ

る。パフォーマンスの向上は、技術的スキル

と心理的スキルが関係しており、持てる技術

的スキルを十分に発揮するためには、心理的

スキルを身につけておく必要がある2）。

そこで本報告では、各学連から選抜された

選手の現在の心理的スキル（心理的競技能力）

を把握し、データを得ることでバレーボール

の競技力向上を目指す指導に生かすための基

礎資料とすることを目的とした。

Ⅱ　方法

1．対象

平成25年度第13回西日本大学バレーボール

強化合宿に参加した男子代表選手を対象に「心

理的競技能力診断検査（DIPCA.3）」3）を用い

実施した。参加選手のうち、有効な回答を得

た61名を対象とした。参加選手数とその内訳

として、所属学連別、学年別を表1に示した。

【報告】

バレーボール選手の心理的競技能力

―強化合宿参加選手を例として―

Report of Psychological Competitive Ability of

Volleyball Players in Training Camp

原　　　巌

九州産業大学　健康・スポーツ科学センター
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2．測定期日と場所

平成26年2月27日（木）福山平成大学体育館

3．分析方法

本学情報基盤センターより SPSS16.01.3J 

Base.SPAS をダウンロードした後、平均値、標

準偏差を算出し、心理的競技能力診断検査の

得点を得た。

「心理的競技能力診断検査（DIPCA.3）」は、

設問の回答を点数化し、点数が高いものを各

尺度の傾向が強いとし、尺度を合計すること

で因子別のプロフィルを5段階で評価するも

のである。また、因子別得点を合計した総合

得点から、5段階の判定を行う。総合得点の判

定1は141点以下でかなり低い、判定2は142 ～

164でやや低い、判定3は165 ～ 186でもうすこ

し、判定4は187 ～ 209でやや優れている、判

定5は210以上で非常に優れているとされてい

る。

Ⅲ　結果

1．全体の分析

有効回答を得た61名の全体の総合得点・因

子の平均値と標準偏差を表2に示し、表3・図1

に総合得点の判定を示した。また、因子別プ

ロフィルの全体の平均値、最高得点であった

選手の値ならびに最低得点であった選手の値

を図2に、図3に、尺度別プロフィル全体の平

均値、最高得点であった選手の値ならびに最

低得点であった選手の値を示した。

因子別プロフィルは、5段階で判定しており

高得点であるほどその因子の傾向が高いとい

えるが、すべての因子は判定3の範囲にあった。

因子別に判定1・判定2と低い傾向にある割合

は、競技意欲で44.26％、精神の安定・集中で

18.03％、自信で34.43％、作戦能力で36.07％、

協調性で31.15％であった。総合得点では、

27.87％であった。尺度別プロフィルは、高得

点であるほど外側に大きな円となり、その尺

度の傾向が高いといえるがやや中央に集まっ

た形となった。

表－1　強化合宿参加者数 （所属学連別と学年別）
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表－3　全体の総合得点の判定

図－1　全体の総合得点の判定の割合

表－2　全体の因子別得点の平均値と標準偏差

－ 22 － － 23 －



原　　　巌

図－2　心理的競技能力の因子別プロフィル （全体の平均値 ・最高値 ・最低値）

図－3　心理的競技能力の尺度別プロフィル （全体の平均値 ・最高値 ・最低値）
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2．学年別の分析

学年別の総合得点・因子の平均値と標準偏

差を表4に、総合得点の判定を表5に示した。

図4に学年別の総合得点の判定の割合を示した

ものである。

因子別で判定1・判定2と低い傾向にある割

合は、1年生の競技意欲で37.50％、精神の安定・

集中で12.50％、自信で50.00％、作戦能力で

25.00％であった。2年生の競技意欲で44.44％、

精神の安定・集中で18.52％、自信で26.63％、

作戦能力で37.04％、協調性で29.63％であっ

た。3年生の競技意欲で46.15％、精神の安定・

集中で19.23％、自信で34.62％、作戦能力で

38.46％、協調性で42.31％であった。

表－4　学年別の因子別得点の平均と標準偏差

表－5　学年別の総合得点の判定
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3．経験年数別の分析

経験年数別の総合得点・因子の平均値と標

準偏差を表6に、総合得点の判定を表7に示し

た。図5に経験年数別の総合得点の判定の割合

を示したものである。

経験年数別で判定1・判定2と低い傾向にあ

る割合は、経験年数1年から5年の精神の安定・

集中で33.33％、自信で66.67％、作戦能力で

33.33％であった。6年から10年の競技意欲で

57.69％、精神の安定・集中で19.23％、自信で

38.46％、作戦能力で42.31％、協調性で30.77％

であった。11年から15年の競技意欲で37.50％、

精神の安定・集中で15.63％、自信で28.13％、

作戦能力で31.25％、協調性で34.38％であった。

表－6　経験年数別の因子別得点の平均値と標準偏差

図－4　学年別の総合得点の判定の割合
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表－7　経験年数別の総合得点の判定

図－5　経験年数別の総合得点の判定の割合
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Ⅳ　考察に変えて（感想・私見）

平成25年度第13回西日本大学バレーボール

強化合宿に参加した男子代表選手を対象に「心

理的競技能力診断検査（DIPC.3）」3）に回答し

てもらい診断を実施し、有効な回答を得たも

の61名を対象としてデータの収集を行った。

強化合宿参加者全体では、競技意欲、自信、

作戦能力、協調性の各因子において、判定1・

判定2と低い傾向にある割合が30％以上の割合

で存在した。競技意欲の因子は、忍耐力、闘

争心、自己実現意欲、勝利意欲であるが、判

定1・判定2と低い傾向にある割合44.26％であ

り、特に勝利意欲に低い傾向がみられた。最

近の選手の動向をみると、何が何でも勝つと

いう意識の低さが見受けられ、ゲームに敗れ

ても悔しがる選手が少なくなったように思わ

れる。他者と競い合う物事への取り組み方を

普段のドリルに組入れる必要性を感じる。

自信の因子には、実力発揮や決断力の尺度

が含まれている。選手に到達目標を提示する

際には、努力をすれば達成可能である主観的

な成功確率を50％程度4）とし、成功経験を積ま

せることが必要であり、入学して間もない選

手やバレーボール経験年数が少ない選手には、

特に配慮がなされなければならない。

作戦能力の因子には、予測力と判断力の尺

度がある。近年、PC ソフトを使ってのゲーム

スカウティングを行う様子を見かけ、多くの

チームが対戦相手の戦術を分析している。そ

の分析結果がチームの戦術につながることは

間違いないが、他者が集積したデータが個人

の能力に結びついていないことは、選手が将

棋でいうところの駒5）になっているのではない

かと憂慮される。選手個人が対峙するチーム

の戦力を把握し、分析する能力を身に付ける

指導が必要である。

協調性は、コミュニケーション能力が大き

く影響すると思われるが、チーム内の和を図

ることに気を配り、選手同士が他者に苦言を

呈する場面が少なくなった。表面上は、仲良

くチームワークが図られているように見える

が、窮地に陥った場面でリーダーシップを執

る選手がいないチームを見かける。チームへ

の帰属意識を高め、お互いの技術や能力を高

めるには忌憚のない意見交換が可能な場面を

設定する必要がある。

本報告では、バレーボールの競技力向上を

目指す上で、技術的スキルを支える心理的ス

キル（心理的競技能力）に着目して資料の収

集を行った。各学連を代表する選抜選手が対

象であったが、全体の因子得点・尺度得点の

判定の低いものが多く存在することは、現在

の技術的スキルが必ずしも心理的スキルに裏

打ちされるものでないことであり、技術的ス

キルを十分に発揮するためには、心理的スキ

ルの向上を目指す指導をすることが必要であ

ると考える。そのためには、指導者が主役と

ならずに選手が主体となり考え行動する指導

やチーム作りを目指さなければならない。

参考文献

１）財団法人日本バレーボール協会編『バレー

ボール指導教本』株式会社大修館書店、

2007, ｐ3

２）日本スポーツ心理学会編『スポーツメン

タルトレーニング教本』株式会社大修館

書店、2002,pp.16-17

３）徳永幹夫、橋本公雄『心理的競技能力診

断検査用紙（DIPCA.3）』株式会社トーヨー

フィジカル、2000

４）公益法人日本体育協会編『公認スポーツ指

導員養成テキスト共通科目Ⅱ』2006,pp.49-

50

－ 28 － － 29 －



バレーボール選手の心理的競技能力　―強化合宿参加選手を例として―

５）公益法人日本体育協会編『公認スポーツ

指導員養成テキスト共通科目Ⅱ』2006,p51

－ 28 － － 29 －





健康・スポーツ科学研究 第 17 号

緒言

我が国の大学における保健体育科目のカリ

キュラムや講義内容等は、1991年に大学設置

基準が大綱化されて以降、大幅に変化をとげ

ている。本学においても、大綱化以降では、保

健体育科目の中でも体育実技が必修科目から

選択科目へ、体育実技からスポーツ科学演習

へと履修規定や名称はもちろんシラバスの内

容が様変わりしている。平成25年度から本学

では、「深い教養に裏打ちされ、グローバル化

に対応できる心身ともに健全な人間教育」の

実現を目標とする「KSU 基盤教育」が始まった。

この KSU 基盤教育の授業科目は、各学部が指

定する専門科目と基礎教育科目、外国語科目

をもって構成されている。これらの科目のう

ち、KSU 基盤教育の目的・目標を実現するた

めに、より重要と考えられる科目を「コア科目」

と位置づけ、理想的には1年次生全員がこのコ

ア科目を履修できるように授業計画がなされ

ている。コア科目のキーワードとしては、「実

践力・熱意・豊かな人間性」「幅広い教養」「心

身ともに健全」「グローバル化」などがあげら

れる。このコア科目に基礎教育科目の心と身

体の健康科目群にあるスポーツ科学演習が選

ばれた。従って、平成26年度からスポーツ科

学演習は、コア科目として1、2年次に配当され、

選択科目でありながら全学部全員履修するこ

とが望ましいという位置づけとなった。本学

のスポーツ科学演習は、1）生涯における健康・

体力つくりの必要性と方法を理解し、その向

上を自ら図ることができるようになること、2）

生涯においてスポーツを実践するための基本

的な運動技能やエチケット、マナーを習得す

ること、3）運動・スポーツをとおした人間関

係の改善や向上など、ストレスマネージメン

トを図ることができるようになることを目標

としている。平成26年度からスポーツ科学演

習がコア科目として位置づけられ、本学の基

盤教育の一翼を任されたこと、また教育改革

に関する PDCA サイクルを確立するうえでも

教育効果の検証を行う必要があると考える。

今回の目的は、スポーツ科学演習受講者（前

期のみ）の心理的状態の変化をアンケート調

査から導き出し、コア科目となったスポーツ

教養教育としてのスポーツ科学演習における教育効果

The Educational Effect in the Sports Science 

Practice as Liberal Arts Education
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科学演習の教育効果を検証するとともに、今

後のスポーツ科学演習の充実を図るための基

礎資料を得ることである。

方法

１、対象授業科目

「スポーツ科学演習」

スポーツ科学演習は、基礎教育科目の

心と身体の健康科目群に配当されており、

平成26年度から本学のコア科目として位

置づけられた。

全学部1、2年次に開講されており、半

期2単位の選択科目（商学部第一部のみ全

員履修）である。平成26年度の授業計画

を表1に示した。主に1コマ3人の教員が担

当して、受講生は1クラス約30名（計約90

名：履修制限あり）で、担当者ごとに種

目が異なり第1クールから第3クールまで

各クールごとに実施する種目を変更する。

また、第1、2、6、11回目の授業は3クラ

ス合同でガイダンス、20ｍシャトルラン、

講義を実施している。

表 1　スポーツ科学演習の授業計画
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２、対象者および調査期間

対象は、平成26年度前期のスポーツ科

学演習を履修登録した1127名のうち、第

3回目の授業（4月21日～ 25日）に出席し

た996名（以下：授業開始時）と第14回目

（7月14日～ 18日）に出席した912名（以

下：授業終了時）に対して授業開始時と

授業終了時の2回アンケート調査を実施し

た。有効回答数と有効回答率は授業開始

時が976名、97.9％、授業終了時が890名、

97.6％であった。

３、統計処理

授業開始時と授業終了後における各ス

コアの比較を、Mann-WhitneyU 検定を用

いて実施した。

有意水準はｐ＜0.05％とした。

結果と考察

図1～ 9はアンケートの問1～ 9の授業開始時

と授業終了時における心理的状態の結果であ

る。表2は問1～ 9の授業開始時と授業終了時の

平均スコアを示した。両者間を比較すると有意

差（ｐ＜0.05）が認められた質問項目は、問4

「周囲に溶け込めている」問5「周りから頼られ

ていると感じている」問9「すぐにあきらめて

しまう」の三項目であった。問4「周囲に溶け

込めている」では、肯定的な意見が授業開始時

58％から授業終了時65％と増加し「少しはそう

である」という者が授業開始時37％から授業終

了時29％へと減少した。問5は、「周りから頼ら

れていると感じている」であり、肯定的な意見

が授業開始時32％から授業終了時40％へと増加

した。逆に「まったくそんなことはない」とい

う否定的な意見が授業開始時21％から授業終了

時13％へと減少した。問4と問5の結果から、ス

ポーツ科学演習の授業を通じて受講者がクラス

やチーム等の集団の中で自己認識力や自尊心と

いった自己の自信につながったものと推察され

る。中山ら5）は、「学生間のコミュニケーショ

ンを意図した授業を実施することで大学生活の

充実感や自分への自信につながる」ことを述べ

ており、何事に対しても意欲的に取り組むこと

が毎日を楽しく生活することにつながると思わ

れる。自信を持つということによって積極的に

行動することが可能となり、プラスの効果が現

れたと思われる。しかし、問9「すぐにあきら

めてしまう」では、「少しはそうである」が授

業開始時52％から授業終了時47％へ減少し、「か

なりそうである」という否定的な意見が授業開

始時16％から授業終了時21％へと増加した。こ

の要因は、試合形式で行う授業では勝負を決す

ることから、勝ちに対しての「あきらめ」とい

うことがあると思われる。スポーツ種目の経験

やそれに伴う技術力の差によるものが考えられ

る。また、今回の調査時期が前期で4月下旬か

ら暑くなり気温や湿度による影響も考えられ

る。特に梅雨時期など施設内は高温多湿状態に

あったことは間違いない。本学が全学的に実施

するアンケート調査結果の自由記述欄には「暑

い」「クーラーを設置してもらいたい」など、

環境面に対する不満の意見も多数みられる。「す

ぐにあきらめてしまう」の要因の一つには、環

境面の悪化によるマイナス思考によって、やる

気や集中力が低下したことも一つの要因として

考えられる。物事に対して「すぐにあきらめて

しまう」ということは、「自分が直面している

現実から逃避することになり、課題や問題を解

決できない状態」になる6）。しかし、今回の調

査だけでスポーツ科学演習と「すぐにあきらめ

てしまう」ことの関連性を見つけ出すことは、

今回の調査期間が前期のみということもあるた

めに、今後は後期の調査結果や先行文献等を含

めて分析することが必要と思われる。
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表 2　質問項目の平均スコア

次に、前述の三項目以外（問1、2、3、6、7、

8）は有意差が認められなかった。

そのうちの問7を除く五項目において、授業

開始時と授業終了時に、「まったくそうであ

る」「かなりそうである」という肯定的な意見

が、問1「生きがいを感じている」では、授業

開始時61％、授業終了時62％、問2「何事に対

しても意欲的に取り組んでいる」では、64％

と65％、問3「毎日楽しく生活している」で

は、76％と73％、問6「将来役に立つことが学

べている」では、授業開始時と授業終了時と

もに63％、問8「面白くないことをする時でも、

それが終わるまでがんばれる」では、59％と

61％と高い割合を示した。問1 ～ 3は、学校適

応感尺度、すなわち個人と環境の関係を問う

設問である。橋本1）は「積極的な者や学生生活

を楽しいと知覚している者は、そうでない者

に比べて、多くの人間関係を醸成する。」と報

告している。もともと積極的な考え方や行動

をしている者の多くがスポーツ科学演習を履

修していれば、今回のアンケートの問いがス

ポーツ科学演習によって大きく変化すること

は期待できないと思われる。ここでは少数意

見であったが否定的な意見を持つ学生に対し

て、スポーツ科学演習がどのような役割を果

たしていくことのほうが今後の大きな課題と

考えられる。問7「自分が立てた計画は、うま

くできる自信がある」では、授業開始時45％、

授業終了時49％であり、肯定的な意見が4％増

加したが、肯定的な意見が50％にも達してお

らず、他の質問項目と比較しても低い割合を

示した。この項目は自己効力感を反映してお

り、「この自己効力感が低いと無気力、無関心、

劣等感等がみられる」14）ことが報告されている。

何事においても積極的に取り組ませることが

自信や意欲を促すことにつながると考えられ

る。スポーツ科学演習を自らの意志で履修す

るのではなく、逆の要因で履修せざる負えな

い受講生もいると推察される。履修当初から

あまり意欲的ではなく、単に単位のみを取得

できれば良いという考えであれば必然的にこ

の項目の割合は否定的なものが高くなると考
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えられる。

次に、問10「受講した理由」（表3）は、「運

動・スポーツが好きだから」が最も多く、次

に「基礎教育科目（コア科目）だから」「履修

必修だから」「友達を増やしたいから」が高い

割合を示した。授業開始時と授業終了時の間

において有意差は認められなかった。1位の

「運動・スポーツが好きだから」は約50％と高

い割合を示した。運動・スポーツに高い関心、

興味を持っていることが明らかとなった。問

11「授業に期待すること」（表4）では、「楽し

さ」が最も多く、次に「仲間づくり」「体力や

運動意欲の向上」が高い割合を示した。問12

（授業終了時）「受講して満足した理由」（表6）

では、「楽しかった」「仲間ができた」という

回答が高い割合を示したことからも、受講者

がスポーツ科学演習に対する期待と結果が一

致したことになる。問10 ～問12（授業終了時）

では、運動やスポーツに興味や関心を高く持っ

た受講者が楽しさや仲間づくりを期待して履

修しており、スポーツ科学演習を通して「楽

しかった」、「仲間ができた」、「体力や運動意

欲の向上ができた」などの要因が相乗効果を

生み出し受講者の満足感につながったと推察

される。櫻井ら11）は、大学体育の授業におい

て、「体育授業自体への満足度は高く大学での

体育授業に対しては8割以上が満足している」

とし、今回の結果は櫻井らのものと同様であっ

た。また、杉本ら12）は、「高校卒業後はスポー

ツ実施環境が変化し、高校時よりも身体を動

かす環境が困難になることが予想されるため、

成人のスポーツ実施率を向上させるためには、

大学生の実施率を上げることが不可欠である」

と述べている。更に、「スポーツの実施条件と

して、一緒に行う仲間の存在が大きな影響を

与えており、学生は個人で実施する種目より

も仲間と行う種目が多くなっている」と報告

している。仲間の存在によってスポーツへの

興味付けやスポーツ実施の継続意志が強くな

るという分析からも、一緒に行う仲間がいる

ことはスポーツ実施において重要な条件であ

るとしている。以上のことからも受講者にとっ

ては、スポーツ科学演習が技術向上や勝負に

こだわるだけでなく、運動種目を通しての仲

間づくり、楽しみを考えている者が多くなり、

スポーツ科学演習が仲間とのコミュニティー

の場になっていることが示唆された。問10「受

講した理由」では、「運動・スポーツが好きだ

から」の次に高い割合を示したのが「コア科

目だから」、「履修必修だから」であった。前

述したとおり、コア科目は全員が履修するこ

とが望ましいとする意味を1年次生に対しては

入学直後の教務ガイダンスにて詳細にわたり

説明している。よって選択科目でありながら、

他の科目と比較すると受講者数が多いと思わ

れる。これらの内容は、受講者自身の意思と

は違い、履修上の強制力が働いた結果である。

その中には、運動嫌いの者や履修したくない

者なども含まれていると思われる。また、受

講者全員が健常者とも限らない。平井ら3）は、

「今からは大学全入時代を迎え、学生の多様化

が急速に進み、教育プログラムへの期待も多

様化する現代の日本の高等教育機関において、

どのようなプログラムが学生にとって有益な学

習体験となるのかが問われている。」と述べて

おり、スポーツ科学演習を充実させるためにも

教員の指導力、資質が重要な要因と考えられ

る。問12（授業開始時）受講したい種目（表5）は、

「サッカー・フットサル」が1位（28.7％）次に

「バドミントン」（18.8％）「バスケットボール」

（17.3％）であった。

櫻井ら11）は、大学教養体育内容のアンケー

ト調査を実施した結果、「実施したい種目の理

由は「好きだから」などの興味関心によるも
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表 3　受講した理由

表 4　授業に期待すること
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表 5　受講したい種目 （授業開始時）

表 6　受講して満足した理由 （授業終了時）
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のや、チームを組んで交流の効果を求める声

が多かった」ことを報告している。「サッカー・

フットサル」の人気の高さは、我が国におい

ての J リーグの発足以降、オリンピックやワー

ルドカップ大会などでの日本人選手の活躍や

サッカーアニメの人気によるところが大きい

と推察される。更にサッカーの特性の一つと

して、幼稚園児などの低年齢者でも男女を問

わず実施可能な競技であるために、経験から

も多くの学生から支持されていると思われる。

以上の結果から、コア科目であるスポーツ

科学演習は受講者が期待している「楽しさ」「仲

間づくり」などを満足させており、特に人間

関係の構築といった面では一定の効果があっ

たことが示唆された。また、スポーツ科学演

習では、目標達成や円滑なチームプレイを行

うためにもコミュニケーション能力を高める

必要があると考えられる。昨今、コミュニケー

ション能力の低い学生が増加し「身体だけで

なく心の健康づくり」を期待して体育科目を

必修化する大学が増加しており4,13）、体育を必

修とする大学が45％から66％に回復したとい

う報告がある。本学でも25年度から商学部第

一部が全員履修、26年度からは全学的なコア

科目となり、今後も受講者数の増加が期待さ

れる。野口ら9）は「大学では学年が上がるにつ

れて定期的な運動実施の割合が減少する傾向

にあり、自発的な運動は学年が上がるごとに

増加傾向を示しているが「体育実技＋自発的

運動」「体育実技のみ」の割合は学年が上がる

につれて減少していると述べており、体育実

技が大学生にとって唯一の定期的な運動実施

の場になっている」ことを報告している。ス

ポーツ科学演習によって、「体力や運動意欲の

向上」が大学生活だけでなく卒業後の運動実

践へとつながることを学修し、運動習慣を身

に付けることが重要と考えられる。しかし、

今後のスポーツ科学演習が果たす役割は、受

講生の「満足感」「楽しみ」「仲間・コミュニケー

ション作り」等だけではなく、「魅力ある授業」

と「価値ある授業」2,7）の両方を併せ持つ内容

のある学修を展開することが必要と思われる。

大綱化以前の体育実技・実習では、「魅力ある

授業」は成立しやすく、橋本ら1,2）のいう「人

間関係の醸成」は比較的容易に獲得できるか

もしれない。スポーツ科学演習は、単にスポー

ツ種目（実技）を実施するだけでなく、受講

者自身の形態・体力といったものを始めとす

る健康に対する知識と実践を講義形式で実施

するカリキュラムを含んでいる。一つの取り

組みとして、本学では独自のスポーツ科学演

習ノートを作成して初回の授業にて履修者全

員に配布しており、それに沿って授業を進め

ている。それによって授業時間外学修を増大

させるとともに、受講者の理解度や健康行動

の実践度、交友関係の開始や深まり度をより

効果的に高め得ることが期待できる8）。更に、

この演習ノートを使用することで全学共通の

プログラムで学修することが可能となり質の

向上が生まれたと考えられる。大学での学修

は、「何を学んだか」だけでなく「何ができる

ようになった」を求められ、卒業時の学生の

質的保証をする責任が問われている10）。コア科

目としてのスポーツ科学演習のあり方を考え

るとともに、大学教育におけるスポーツ科学

演習の価値を見出していく必要がある。スポー

ツ科学演習が、単なるコミュニケーションの

場、仲間づくりの場、運動不足解消の場だけ

に止まらないようにするためにも、大学体育

としてのスポーツ科学演習の質的な検証を行

う必要があると思われる。今後は、後期のデー

タを加えてより信憑性の高い内容にし、分析

を重ねていく必要がある。
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まとめ

本研究は、本学のコア科目として位置づけ

られているスポーツ科学演習の受講者に対し

て、心理的状態の変化をアンケート調査から

導き出し、教育効果を検証するとともに今後

のスポーツ科学演習の充実を図るための基礎

資料を得ることである。アンケート調査は、

前期（計15回）の授業において、第3回目（授

業開始時）と第14回目（授業終了時）の2回実

施した。その結果、スポーツ科学演習の授業

を通して、クラスやチーム等の集団の中で自

己認識力や自尊心といった自己の自信が培わ

れたことが示唆された。また、スポーツ科学

演習は受講者が期待している「楽しさ」「仲間

づくり」などを満足させる結果を得ているこ

とが認められた。特に人間関係の構築といっ

た面では一定の効果があり、運動種目を通し

ての「楽しみ」「仲間づくり」を考えている者

が多く、スポーツ科学演習が仲間とのコミュ

ニティーの場になっていることが示唆された。

今後は、コア科目としてのスポーツ科学演習

のあり方を考えるとともに、大学教育におけ

るスポーツ科学演習の価値を見出していく必

要があると思われる。そのためにも、スポー

ツ科学演習が単なるコミュニケーションの場、

仲間づくりの場、運動不足解消の場だけに止

まらないようにするために、データ数を増や

すことにより信憑性を高めていくことで、大

学体育としてのスポーツ科学演習の質的な検

証を行う必要があると思われる。
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九州産業大学

健康・スポーツ科学センター研究紀要に関する内規

　（目的）

第１条　この内規は、九州産業大学健康・スポー

ツ科学センター規程第３条第２項第３号の規定

に基づき、九州産業大学健康・スポーツ科学セ

ンター（以下「センター」という。）が発行す

る研究紀要に関し、必要な事項を定める。

　（名称）

第２条　研究紀要の名称は、「健康・スポーツ科

学研究」（以下「研究」という。）と称する。

　（発行）

第３条　「研究」は、健康科学及びスポーツ科学

に関する学術研究の発展に寄与し、その教育に

反映させることを目的として、年１回以上発行

するものとする。

２　「研究」の発行責任者は、センター所長とする。

　（投稿者）

第４条　「研究」に投稿できる者は、原則として、

センター所属の専任教員とする。

２　前項の規定にかかわらず、編集委員会が適当と

認める論文については、センター所属専任教員以

外の者でも投稿することができるものとする。

　（投稿）

第５条　「研究」への投稿に関し必要な事項は、

別に定める。

　（編集委員会）

第６条　編集委員会は、「研究」の編集に関し責

任を負うものとする。

２  編集委員会は、次の各号に掲げる委員をもっ

て構成する。

（1）センター教育研究部門主任

（2）センター拡大教授会から選出された専任教員

若干名

３　編集委員会の委員長は、センター教育研究部

門主任をもってあてる。

４　編集委員の任期は１年とする。ただし、再任

を妨げない。

５　委員長は、投稿論文の審査にあたって、編集

委員以外の関係者に協力を依頼することができ

るものとする。

　（編集委員会の任務）

第７条　編集委員会は、次の各号に掲げる任務を

遂行するものとする。

（1）　投稿論文の審査

（2）　「研究」の企画及び編集

（3）　その他、センター拡大教授会から委任さ

れた事項

　（著作権）

第８条　「研究」に掲載された論文の著作権は、

原著論文、総説、その他の別を問わず、すべて

センターに帰属するものとする。

　（経費）

第９条　「研究」の発行に係る経費は、センター

予算の中から充てる。

　　附　則

　この内規は、平成10年10月8日より施行する。

　　附　則

　この内規は、平成24年12月1日より施行する。



「健康・スポーツ科学研究」投稿に関する申し合わせ

１　原稿の提出

（1）　「健康・スポーツ科学研究」（以下「研究」と

いう。）に投稿を希望する者は、編集委員会が

定める期限までに、所定の「執筆申込用紙」に

必要事項を記入の上、編集委員長に提出しなけ

ればならない。

（2）　「研究」の原稿は、編集委員会が定める提出

期限までに、所定の「投稿用紙」に必要事項を

記入の上、編集委員長に提出しなければならな

い。

（3）　投稿原稿は、フロッピー・ディスクでの投稿

を原則とし、出力した原稿を添付する。

２　原稿の種類

　投稿は、総説、原著（Original）、報告（Report）、
及び資料（Material）に区分する。

（1）　原著は、健康科学及びスポーツ科学に関する

研究を深める意義のある論文で、未発表のもの

とする。

（2）　報告は、研究・調査報告などで論文の体裁を

なしたもので、未発表のものとする。

（3）　資料は、学会等の内容報告、討論、座談会、

書評など、教育研究に有益な資料となるものと

する。

３　原稿の体裁

（1）　原著は、原則として、400字詰原稿用紙35枚

以内（図、表、写真及び文献を含む ｡）とする。

（2）　報告及び資料は、原則として、400字詰原稿

用紙20枚以内（図、表、写真及び文献を含む。）

とする。

（3）　本文、図、表及び写真の論文中に占める比率

は、関連誌を参照し、論文全体がほとんど図、

表及び写真で占有されることのないように留意

しなければならない。

（4）　その他、原稿の体裁は、日本体育学会「『体

育学研究』寄稿の手引き」（『体育学研究』第35

巻第４号所収）に準ずるものとする。

４　引用・参考文献の記載書式

（1）　引用・参考文献の記載は、下記の例に従うも

のとする。

　　　欧米文献

（イ）　著書：著者名、書名、発行地名、発行所名、

発行年、引用又は参照ページ

〈例〉Basmajian, J. V.：Muscles alive.  4th ed., 
Baltimore：Williams and Wilkins, 1978, pp. 45－52

（ロ）　論文集：執筆者名、論題 in 編者名 ed（s）．、
論集名、発行地名、発行所名、発行年、引用

又は参考ページ

〈例〉Spielberger, C. D.“Theory and research on  
anxiety.”in Spielberger, C. D. ed Anxiety and 
behavier.  New York：Academic Press, 1966,  
pp.56－60

（ハ）　雑誌論文：執筆者名、論題、雑誌名、巻号、

発行年月、引用又は参照ページ

〈例〉Baratta，R：The role of the  antagonist 
musclature in maintaining knee stability. The 
American Journal of Sports Medicine, vol.16, 
No.2, 1988, p231

　　　日本文献

（イ）　著書：著者名『書名』発行所名、発行年、

引用又は参照ページ

〈例〉高橋和巳『心地よさの発見』三五館、

1993年、392ページ

（ロ）　論文集：執筆者名「論題」編者名『論集名』

発行所名、発行年、引用又は参考ページ

〈例〉山内裕一「心身医学的に見た糖尿病」

日本糖尿病学会編『糖尿医学の進歩、第七集』

診断と治療社、1973年、110－121ページ

（ハ）　雑誌論文：執筆者名「論題」『雑誌名』巻号、

発行年月、引用又は参照ページ

〈例〉天野義裕「走動作の習熟」『体育の科学』

35巻２号、1985年、115ページ

（2）　欧米文献で訳書があるものについては、下記

の例にしたがい、欧米文献、日本文献の順に標

記する。

（3）　論文末に「参考文献」欄を設ける場合、欧米

文献、日本文献の区別なく、また、著書、論文

集、雑誌論文の区別なく、文献を著書名のアル

ファベット順に並べる。

５　原稿の校正

（1）　投稿原稿の校正は、原則として、著者校正に

限り、二校までとする。

（2）　著者校正の日数は、原稿到着後一週間以内と

する。

６　改廃

　この申し合わせの改廃は、編集委員会の発議に

よって、センター拡大教授会が行う。

付則　この申し合わせは平成10年10月８日より適

用する。
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